
　
９
月
、
県
内
に
衝
撃
が
走
り
ま

し
た
。

　
農
協
が
本
年
産
米
１
俵（
60
㌔
）

当
た
り
の
生
産
者
概
算
金
を
決

定
。「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
は
８
千
円
、

「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
は
８
２
０
０

円
、
と
も
に
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
３

４
０
０
円
と
過
去
最
大
の
下
げ
幅

と
な
っ
た
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
外
食
控
え

が
続
き
、
米
需
要
が
低
迷
し
て
い

る
こ
と
も
要
因
に
。
水
稲
作
付
面

積
が
県
内
１
位
の
本
市
。
本
年
産

主
食
用
の
水
稲
は
５
５
５
０
㌶
に

も
な
り
ま
す
。
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
中
で
も
水
稲
は
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、

市
の
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
９
月
10
日
、
市
議
会
で
は
米
価

下
落
対
策
特
別
委
員
会（
木
村
良

博
委
員
長
）を
設
置
。
17
日
に

は
、
農
業
者
へ
の
支
援
を
市
に
要

望
。
市
議
会
の
要
望
を
受
け
、
同

日
、
倉
光
市
長
は
「
ま
っ
し
ぐ

ら
」
と
「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
の
作

付
け
10
㌃
当
た
り
５
８
０
０
円
を

交
付
し
、
農
業
者
を
支
援
す
る
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
10
㌃
当
た
り
９
万
１

５
８
２
円
の
生
産
経
費
が
か
か
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ま
っ
し
ぐ

ら
」
の
場
合
、
概
算
金
が
８
千
円

だ
と
、
10
㌃
当
た
り
10
俵
と
し
て

試
算
す
る
と
、
８
万
円
と
な
り
、

生
産
経
費
を
差
し
引
く
と
、
マ
イ

ナ
ス
１
万
１
５
８
２
円
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
マ

イ
ナ
ス
額
の
約
２
分
の
１
と
な
る

５
８
０
０
円
、
総
額
に
し
て
３
億

２
１
９
０
万
円
を
支
援
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
倉
光
市
長
は

「
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
、
い
ち
早
く

農
家
に
支
援
を
届
け
る
た
め
、
交

付
金
で
支
援
す
る
。
市
と
し
て
は

最
大
限
の
支
援
。
農
家
の
方
々
に

は
生
産
意
欲
を
失
う
こ
と
な
く
、

農
業
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
思
い

を
話
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
自
治
体
で
い
ち
早
く
支

援
策
を
打
ち
出
し
た
本
市
で
は
、

９
月
下
旬
か
ら
農
家
の
方
々
に
米

価
下
落
緊
急
支
援
事
業
交
付
金
に

つ
い
て
通
知
し
、
交
付
し
て
い
ま

す
。
申
請
手
続
き
が
ま
だ
の
方
は

農
林
水
産
課
水
田
農
業
対
策
係

☎
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‐
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ま
で
。

　
９
月
30
日
、
倉
光
市
長
が
東
北

農
政
局
青
森
県
拠
点
を
訪
れ
、
農

林
水
産
大
臣
宛
て
の
要
望
書
を
木

村
地
方
参
事
官
に
手
渡
し
、
米
価

下
落
を
受
け
７
項
目
を
要
望
し
ま

し
た
。
木
村
地
方
参
事
官
は
「
預

か
っ
た
要
望
は
本
省
に
上
申
し
農

家
の
厳
し
い
状
況
を
伝
え
る
」
と

話
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
県
に
も

３
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
、「
木
造
高
校
の
学

級
維
持
と
地
域
を
守
る
会
」
が
設

立
し
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
場
の
松
の
館
に
は
、
市
や
市

議
会
、
木
造
高
校
同
窓
会
、
商
工

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
関
係
者
約
１
３

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
発
起
人
代
表
の
川
嶋
大
史
さ
ん

は「
こ
の
１
学
級
減
が
、さ
ら
な
る

学
級
減
、
そ
し
て
統
合
へ
の
道
へ

と
進
む
。
将
来
、
西
つ
が
る
地
域

か
ら
高
校
が
無
く
な
る
懸
念
が
あ

る
」と
危
機
感
を
訴
え
ま
し
た
。

　
会
長
に
就
任
し
た
倉
光
市
長
は

「
木
造
高
校
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
と
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
が

減
り
、
必
ず
市
の
活
気
が
な
く
な

る
。
元
気
な
市
で
あ
る
た
め
に
は

ど
う
し
て
も
木
造
高
校
を
残
し
た

い
」
と
述
べ
「
地
域
の
活
性
化
を

維
持
す
る
た
め
に
皆
さ
ん
と
一
緒

に
戦
い
た
い
」
と
語
気
を
強
め
ま

し
た
。

　
決
起
集
会
で
は
、
県
が
進
め
て

い
る
地
域
振
興
、
人
口
減
少
対
策

の
視
点
を
踏
ま
え
た
実
施
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
実
施
計
画
案
に
対

し
、疑
問
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

◆
木
造
高
校
の
過
去
５
年
間
の
第

１
次
進
路
志
望
調
査
で
は
平
均
倍

率
が
１
・
１
７
倍
と
西
北
地
域
で

は
最
も
高
い
値
。
ど
う
し
て
定
員

割
れ
と
な
っ
て
い
る
他
の
高
校
は

学
級
維
持
す
る
の
か
。

◆
市
の
人
口
減
少
を
１
学
級
減
の

要
因
と
し
て
い
る
が
、
生
徒
の
６

割
以
上
は
市
外
か
ら
の
入
学
生
が

占
め
る
。

　
人
気
が
高
い
木
造
高
校
の
１
学

級
減
は
、入
学
を
志
望
す
る
生
徒

の
夢
を
奪
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と

訴
え
る
同
会
。

　
下
の
表
は
、４
〜
５
学
級
規
模
と

２
〜
３
学
級
規
模
の
科
目
と
部
活

動
の
状
況
を
表
し
た
も
の
で
、特
に

部
活
動
数
で
は
倍
以
上
の
開
き
が

あ
り
ま
す
。文
武
両
道
を
校
風
と

す
る
木
造
高
校
。勉
強
と
部
活
動

を
両
立
す
る
た
め
に
志
望
す
る
生

徒
も
多
く
、部
活
動
数
が
減
っ
て
し

ま
う
と
、そ
の
希
望
に
沿
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
懸
念
も
。

　
生
徒
の
募
集
定
員
が
減
る
と
教

員
数
も
削
減
さ
れ
ま
す
。総
合
学

科
の
木
造
高
校
は
幅
広
い
選
択
科

目
と
、き
め
細
か
い
少
人
数
制
の
授

業
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。教
員
が

減
り
科
目
も
減
る
と
、生
徒
の
選

択
希
望
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
今
の
充
実
し
た

教
育
環
境
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
９
月
22
日
、倉
光
市
長
は
、木
造

高
校
の
学
級
規
模
を
維
持
す
る
こ

と
な
ど
を
求
め
る
嘆
願
書
を
和
嶋

延
寿
県
教

育
長
と
三

橋
一
三
県

議
会
議
長

に
手
渡
し
、

地
元
の
声

を
届
け
ま

し
た
。

元
気
な
農
業
の
た
め
に
　米
価
下
落
に
対
し
支
援

過
去
最
大

米
概
算
金
３
４
０
０
円

下
落

市
は
10
㌃
当
た
り

　
５
８
０
０
円
を
支
援

高
校
再
編
　皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

木
造
高
校
の
学
級
維
持
と

地
域
を
守
る
会
が
発
足

実
施
計
画
案
の
な
ぜ

魅
力
あ
る
学
校
の

　
　
　
　衰
退
を
懸
念

３
度
目
の
県
へ
の

　
　
　
　
要
望
活
動

国・県
に
も

　
支
援
を
強
く
要
望

農家の生産努力の限界を超える米価下落に
対して支援を要望した木村委員長（9/17）

和嶋県教育長(左)に嘆願書を手渡す倉光市長
※県高校教育改革推進計画基本方針を基に作成

１学級減に断固立ち向かうことを来場者と
共有しガンバロー三唱

東
北
農
政
局
木
村
地
方
参
事
官
に
農
家
の

窮
状
を
訴
え
た
倉
光
市
長（
９
／
30
）

実
施
計
画
案
に
は
到
底
納
得
で
き
な
い

と
話
す
川
嶋
発
起
人
代
表

※

米
価
下
落
に
関
す
る
経
営
相
談

　
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

国への要望内容
①米の直接支払交付金を再交付すること。
②ナラシ対策について、加入要件等を緩和し
20％以上の米価下落にも対応できる制度に見
直すこと。
③過去5年の平均収入を基準とする収入保険で
は、米価下落等が複数年あった場合に補てん
金が減少するため特例事項を設けること。
④備蓄米の増加など在庫調整を講ずること。
⑤非主食用米について、交付金の単価を維持す
ること。
⑥飼料用米の増産が見込まれるため、需要調整
を図ること。
⑦農家への現金給付を対象とする地方創生臨時
交付金を予算化すること。

県への要望内容

本県の学校規模による科目・部活動の設置状況

①つなぎ資金に対する利子補給を実施するこ
と。
②早急に支援を検討し実施すること。
③農家への現金給付を対象とする地方創生臨時
交付金の予算化を国に強く要望すること。

　
県
立
高
校
教
育
改
革
推
進
計
画
第
２
期
実
施
計
画
案
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の

期
間
内
に
、
木
造
高
校
の
学
級
数
を
現
行
の
４
学
級
か
ら
１
学
級
減
ら
し
、
３
学
級
に
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
１
学
級
減
」
が
与
え
る
影
響
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

2 学級～
　3学級規模

社会科の
平均科目数 5.2 科目

6.2 科目

6.7 部

4.5 部

7.5 科目

8.5 科目

13.5 部

10.0 部

12科目

13科目

13部

11部

理科の
平均科目数
運動部の

平均部活動数
文化部の

平均部活動数

4学級～
　5学級規模

現在の木造高
校 (4学級 )
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。
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。
17
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に

は
、
農
業
者
へ
の
支
援
を
市
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ま
で
。

　
９
月
30
日
、
倉
光
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長
が
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北
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青
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県
拠
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、
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こ
の
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、
県
に
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項
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望
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10
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１
日
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の
学

級
維
持
と
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を
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る
会
」
が
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決
起
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会
を
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は
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や
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会
、
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会
、
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Ａ
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ど
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者
約
１
３

０
人
が
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ま
り
ま
し
た
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さ
ん
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ら
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る

学
級
減
、
そ
し
て
統
合
へ
の
道
へ

と
進
む
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将
来
、
西
つ
が
る
地
域

か
ら
高
校
が
無
く
な
る
懸
念
が
あ

る
」と
危
機
感
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え
ま
し
た
。

　
会
長
に
就
任
し
た
倉
光
市
長
は

「
木
造
高
校
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
と
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
が

減
り
、
必
ず
市
の
活
気
が
な
く
な

る
。
元
気
な
市
で
あ
る
た
め
に
は

ど
う
し
て
も
木
造
高
校
を
残
し
た

い
」
と
述
べ
「
地
域
の
活
性
化
を

維
持
す
る
た
め
に
皆
さ
ん
と
一
緒

に
戦
い
た
い
」
と
語
気
を
強
め
ま

し
た
。

　
決
起
集
会
で
は
、
県
が
進
め
て

い
る
地
域
振
興
、
人
口
減
少
対
策

の
視
点
を
踏
ま
え
た
実
施
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
実
施
計
画
案
に
対

し
、疑
問
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

◆
木
造
高
校
の
過
去
５
年
間
の
第

１
次
進
路
志
望
調
査
で
は
平
均
倍

率
が
１
・
１
７
倍
と
西
北
地
域
で

は
最
も
高
い
値
。
ど
う
し
て
定
員

割
れ
と
な
っ
て
い
る
他
の
高
校
は

学
級
維
持
す
る
の
か
。

◆
市
の
人
口
減
少
を
１
学
級
減
の

要
因
と
し
て
い
る
が
、
生
徒
の
６

割
以
上
は
市
外
か
ら
の
入
学
生
が

占
め
る
。

　
人
気
が
高
い
木
造
高
校
の
１
学

級
減
は
、入
学
を
志
望
す
る
生
徒

の
夢
を
奪
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と

訴
え
る
同
会
。

　
下
の
表
は
、４
〜
５
学
級
規
模
と

２
〜
３
学
級
規
模
の
科
目
と
部
活

動
の
状
況
を
表
し
た
も
の
で
、特
に

部
活
動
数
で
は
倍
以
上
の
開
き
が

あ
り
ま
す
。文
武
両
道
を
校
風
と

す
る
木
造
高
校
。勉
強
と
部
活
動

を
両
立
す
る
た
め
に
志
望
す
る
生

徒
も
多
く
、部
活
動
数
が
減
っ
て
し

ま
う
と
、そ
の
希
望
に
沿
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
懸
念
も
。

　
生
徒
の
募
集
定
員
が
減
る
と
教

員
数
も
削
減
さ
れ
ま
す
。総
合
学

科
の
木
造
高
校
は
幅
広
い
選
択
科

目
と
、き
め
細
か
い
少
人
数
制
の
授

業
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。教
員
が

減
り
科
目
も
減
る
と
、生
徒
の
選

択
希
望
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
今
の
充
実
し
た

教
育
環
境
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
９
月
22
日
、倉
光
市
長
は
、木
造

高
校
の
学
級
規
模
を
維
持
す
る
こ

と
な
ど
を
求
め
る
嘆
願
書
を
和
嶋

延
寿
県
教

育
長
と
三

橋
一
三
県

議
会
議
長

に
手
渡
し
、

地
元
の
声

を
届
け
ま

し
た
。

元
気
な
農
業
の
た
め
に
　米
価
下
落
に
対
し
支
援

過
去
最
大

米
概
算
金
３
４
０
０
円

下
落

市
は
10
㌃
当
た
り

　
５
８
０
０
円
を
支
援

高
校
再
編
　皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

木
造
高
校
の
学
級
維
持
と

地
域
を
守
る
会
が
発
足

実
施
計
画
案
の
な
ぜ

魅
力
あ
る
学
校
の

　
　
　
　衰
退
を
懸
念

３
度
目
の
県
へ
の

　
　
　
　
要
望
活
動

国・県
に
も

　
支
援
を
強
く
要
望

農家の生産努力の限界を超える米価下落に
対して支援を要望した木村委員長（9/17）

和嶋県教育長(左)に嘆願書を手渡す倉光市長
※県高校教育改革推進計画基本方針を基に作成

１学級減に断固立ち向かうことを来場者と
共有しガンバロー三唱

東
北
農
政
局
木
村
地
方
参
事
官
に
農
家
の

窮
状
を
訴
え
た
倉
光
市
長（
９
／
30
）

実
施
計
画
案
に
は
到
底
納
得
で
き
な
い

と
話
す
川
嶋
発
起
人
代
表

※

米
価
下
落
に
関
す
る
経
営
相
談

　
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

国への要望内容
①米の直接支払交付金を再交付すること。
②ナラシ対策について、加入要件等を緩和し
20％以上の米価下落にも対応できる制度に見
直すこと。
③過去5年の平均収入を基準とする収入保険で
は、米価下落等が複数年あった場合に補てん
金が減少するため特例事項を設けること。
④備蓄米の増加など在庫調整を講ずること。
⑤非主食用米について、交付金の単価を維持す
ること。
⑥飼料用米の増産が見込まれるため、需要調整
を図ること。
⑦農家への現金給付を対象とする地方創生臨時
交付金を予算化すること。

県への要望内容

本県の学校規模による科目・部活動の設置状況

①つなぎ資金に対する利子補給を実施するこ
と。
②早急に支援を検討し実施すること。
③農家への現金給付を対象とする地方創生臨時
交付金の予算化を国に強く要望すること。

　
県
立
高
校
教
育
改
革
推
進
計
画
第
２
期
実
施
計
画
案
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の

期
間
内
に
、
木
造
高
校
の
学
級
数
を
現
行
の
４
学
級
か
ら
１
学
級
減
ら
し
、
３
学
級
に
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
１
学
級
減
」
が
与
え
る
影
響
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

2 学級～
　3学級規模

社会科の
平均科目数 5.2 科目

6.2 科目

6.7 部

4.5 部

7.5 科目

8.5 科目

13.5 部

10.0 部

12科目

13科目

13部

11部

理科の
平均科目数
運動部の

平均部活動数
文化部の

平均部活動数

4学級～
　5学級規模

現在の木造高
校 (4学級 )
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